








4.結論 

3才児から幼稚園児検尿成績,及び学校検尿成績を報告し,当科に入院した6才未満児66例

につき,腎疾患号頻度及び主訴を 3才未満及び 6才未満に分けて検討した。 

3 才未満児では尿路感染症,先天性奇型などが多くみられ,これらの中には学童期まで放置

されている例もあると考えられ,乳幼児検診による腎疾患早期発見方法の確立が必要であ

ると思われた。 


